
＜ 回 覧 ＞

高齢死者の特徴
★曜日別では、月曜日が多発
★月別では、12月が多発、特に女性の方は、
注意が必要

ドライバーの特徴
○高齢者の死者数は、12星座中、7番目に多
い星座です。

★事故類型別では、横断中・出合頭・単独事故
が多発

いて座 11月23日～12月21日生まれの方

高齢死者の特徴
★曜日別では、月、金曜日が多発
★時間帯では、9~12時・15~18時が多発

歩行者死者の特徴
★飲酒運転を起こす当事者は12星座中、9番
目に多い星座です。

★曜日別では、月・水曜日が多発

さそり座 10月24日～11月22日生まれの方

改正道路交通法が施行されます

平成29年3月12日スタート

リ ス ク の 高 い 運 転 者 へ の 対 策

高 齢 運 転 者 対 策 へ の 推 進

1.臨時認知機能検査・臨時高齢者講習

●臨時認知機能検査
75歳以上の運転者が、認知機能が低下したときに起
こしやすい違反行為をしたときは、新設された「臨時
認知機能検査」を受けなければなりません。

●臨時高齢者講習
臨時認知機能検査を受け、認知機能の低下が運転に
影響するおそれがあると判断された高齢者は、新設さ
れた「臨時高齢者講習」を受けなければなりません。

2.臨時適性検査制度の見直し
認知機能検査で認知症のおそれがあると判定された高
齢者は、違反の有無を問わず医師の診断を受け、又
は命令に従い主治医等の診断書を提出しなければ
なりません。
3.高齢者講習の合理化・高度化

高齢者講習は、75歳未満の方や、認知機能検査で
認知機能の低下のおそれがないと判定された方は、2
時間に合理化（短縮）されます。その他の方に対して
は個別指導を含む 3時間の講習となります 。

新設

1 8 歳 か ら 取 得 可 能 な 免 許

準 中 型 免 許新 設

1.準中型免許の新設
準中型免許では、車両総重量7.5トン未満（最大積
載量4.5トン未満）の自動車を運転できます（普通
自動車も運転できます）。普通免許で運転できる自
動車は、車両総重量3.5トン未満（最大積載量2トン
未満）となります。

2.準中型免許の受験資格・教習日数
準中型免許は、18歳から普通免許なしでも取得でき
ます。教習では最短17日で取得可能です。普通免許
は最短15日ですが、各教習所の混雑状況によって異
なります。

3.準中型免許に係る初心者運転者期間制度
直接、準中型免許を取得された方は、準中型自動車
運転するときには1年間初心者マークを付けなければ
なりません。18歳から普通免許なしでも取得できます。

※2・3月の自動車教習所は一年を通じ、最も
混む時期です。この改正により、現行普通免
許を取得される方で、更に混雑が予想されま
すので、お早めの入校申込み等をお勧めします。


